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秋田県立金足農業高等学校
第７５回全国高等学校駅伝競走大会出場支援協議会

金足農業高等学校 校是

皆様の多大なるご芳志とご支援ご声援
ありがとうございました。

男子駅伝チーム
第75回全国高等学校駅伝競走大会出場支援協議会 一同
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ごあいさつ

　余寒厳しき折、皆様におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。
　このたび、本校陸上競技部は５６年振り１３回目の全国大会出場の切符を手にし、昨
年１２月２２日に京都市において開催されました、男子第７５回全国高等学校駅伝競走
大会に出場いたしました。出場に際しまして、県民をはじめ、数多くの皆様から、多大
なるご芳志やご声援を賜りましたことに、本校同窓会、ＰＴＡ、本校陸上競技部ＯＢ会、
陸上競技部保護者、学校及び関係者一同、心より厚くお礼申し上げます。
　さて、今大会は第１９回大会でマークした本校のベスト記録（２時間１４分）の更新
を狙って臨みましたが、残念ながら記録の更新には至らず、２時間２０分１８秒という
結果に終わりました。しかし、選手全員がこれまで支えてくれた方々への気持ちを一本
の襷に込め、持てる力を十分に発揮し、都大路を金足農業高校らしく粘り強く走ってく
れました。この貴重な経験をもとにさらなる飛躍を目指し、精進を重ねてまいる所存です。
　募金をお寄せくださいました収支につきましては、本紙記載のとおりでありますの
で、ご高配賜りますようご報告申し上げます。
　なお、御芳名簿と金額につきましては、個人情報の保護のため掲載しないことをご了
承ください。
　結びに、金足農業高等学校及び本校陸上競技部に対し、今後とも変わらぬご支援やご
声援を賜りますようお願い申し上げ、あいさつといたします。

同窓会会長会　長 髙　橋　浩　人
ＰＴＡ会長副会長 佐　藤　　　豪

陸上競技部ＯＢ会会長副会長 笹　渕　兼　一
陸上競技部ＯＢ会副会長副会長 佐々木　克　広

校　　　長副会長 工　藤　雅　文

秋田県立金足農業高等学校
　第75回全国高等学校駅伝競走大会出場支援協議会

収 入 総 額
支 出 総 額
差 引 残 額

8,943,804円
6,859,653円
2,084,151円

男子第75回全国高等学校駅伝競走大会出場経費決算書

予　　算 決　　算 比較増減 摘　　要
賛　助　金 10,000,000 8,894,324 △ 1,105,676 2,751件
雑　収　入 50 49,480 49,430 高体連全国大会サポート事業
合　　　計  10,000,050 8,943,804 △ 1,056,246

予　　算 決　　算 比較増減 摘　　要
用　具　費 2,000,000 1,590,200 △    409,800 ｼｭーズ・ﾕﾆﾌｫーﾑ等
大　会　費   4,084,600    3,237,233 △    847,367 選手・監督旅費等
応　援　費   1,000,000    1,226,201      226,201 応援者旅費
事　務　費   1,200,000 806,019 △    393,981 芳名簿・看板印刷等
予　備　費   1,715,450 0 △ 1,715,450
合　　　計  10,000,050 6,859,653 △ 3,140,397

収入の部 （単位円）

支出の部 （単位円）
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期　日

コース

2024年12月22日（日）
たけびしスタジアム京都をスタート、フィニッシュとする
たけびしスタジアム京都付設駅伝コース（男子全国高校駅伝コース）

男　子 42.195km　7区間
第1区　10km（たけびしスタジアム京都～烏丸鞍馬口）　　
第2区　3km（烏丸鞍馬口～丸太町河原町）　　
第3区　8.1075km（丸太町河原町～国際会館前）　　
第4区　8.0875km（国際会館前～丸太町寺町）　　
第5区　3km（丸太町寺町～烏丸紫明）　　
第6区　5km（烏丸紫明～西大路下立売）　　
第7区　5km（西大路下立売～たけびしスタジアム京都）

男子第75回全国高等学校駅伝競走大会報告

全国高校駅伝競走大会に出場して

　昭和４３年、第１９回大会以来、５６年振り１３回目、第７５回全国高等学校駅伝競走大会
に出場を果たしました。本校駅伝チーﾑは昭和２５年第１回大会で第２位、その後の大会でも
第８位に入賞を２回するなどの実績を誇ります。
　この度、全国高等学校駅伝競走大会の出場にあたり、たくさんの方々からのご支援、温かい
声援を賜り心から感謝申し上げます。また、日頃から本校陸上競技部に、ご理解とご協力をい
ただいております関係の皆様にも厚く感謝申し上げます。　
　さて、去る１０月１８日、１２時３０分にスタートをした全国高校駅伝秋田県予選会では、
気温上昇による予期せぬ波乱のレース展開の中、本校長距離部員が粘り強く襷を繋ぎ、全国駅
伝の出場権を獲得しました。
　そして、１２月２２日の本大会は、２時間２０分１８秒、５８位という結果で終わりました。
全国の強豪チーﾑの高速化は凄まじく、思い描いた駅伝をさせてもらえませんでした。それで
も選手たちは、これまでのトレーﾆングで積み重ねた体力と精神力のもと、経験したことのな
い重圧の中ではありましたが、必死にゴールまで襷を繋いだ姿には、とても感動を覚えました。
　結びになりますが、県民や地域の皆さん、そして学校関係者の方々はじめ多くの方々に支え
られ、高校生ランナー憧れの地、「都大路」を金足農業高校駅伝チーﾑが走る姿をお披露目でき
たことに心から感謝申し上げます。これからも本校駅伝チーﾑは後輩に襷を繋ぎ続け、更なる
飛躍を目指します。今後とも、ご支援くださいますようよろしくお願いいたします。

金足農業高校陸上競技部駅伝チーﾑ　監督 小　野　総　志
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全国高校駅伝競走大会に出場して

　本校男子駅伝部は、第７５回全国高等学校駅伝競走大会に、昭和４３年の第１９回大会以来、
実に５６年振り１３回目の出場を果たしました。
　日頃より本校陸上競技部の活動にご理解いただきありがとうございます。また、今回の全国
高校駅伝出場に際しまして、多大なご支援・ご協力をいただき本当にありがとうございました。
関係各所に厚く御礼申し上げます。
　１０月１８日の秋田県予選では、誰もが予期せぬレース展開となりましたが、本校選手は一
人一人が最後まで自分の走りをし、見事1位でゴールを駆け抜け、全国駅伝への切符を手に入
れました。
　私は、監督が練習に集中できるよう、そして選手が無事にスタートし無事にゴールできるよう、
全国駅伝終了まで、陸上競技部顧問としてできることをすべてやろうという思いで臨みました。
滋賀県の事前合宿から９泊１０日という長丁場でしたが、故障者や体調不良者が一人も出なかっ
たことが何よりでした。
　大会当日は１区から苦戦を強いられましたが、選手全員が諦めない走りを見せ、無事ゴール
まで襷を繋ぐことができました。その中で、本校の７区の選手がスタジアﾑに姿を見せてから
ﾌィﾆッｼｭまでの間、割れんばかりの拍手が続いたことに本当に感動しました。
ﾌィﾆッｼｭラインを無事越えたときには、体の力が抜け、自然と涙が流れてきました。選手
と同じように、私もやり切ったという気持ちになりました。
　最後に、多くの方々の応援・支援のおかげで「都大路」を駆け抜けることができたことに、
心から感謝申し上げます。４年後１００周年を迎える本校が、さらなる躍進を遂げるよう邁進
してまいります。今度とも、よろしくお願いいたします。

金足農業高校陸上競技部　顧問 田　口　健　一
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　私たちが全国高等学校駅伝競走大会に出場す
るにあたり、たくさんのご支援、ご声援をいた
だきました。本当に、ありがとうございました。
　５６年振りに出場を決めることができ、目標
であった舞台に立つことができました。今でも、
頑張ってきた仲間と全国高校駅伝秋田県予選を
一位でゴールした瞬間は忘れることのできない
喜びとして脳裏に残っています。しかし、誰一
人として経験したことのない舞台、不安な気持
ちもありました。「自分たちにできることは何
か」、「やらなければいけないことは何か」を話
し合い、実行しました。チーﾑとしての目標タ
イﾑは２時間１４分、金足農業の歴代最高記録
を更新することと、これまで支えてくださった
方々へ走りで恩返しがしたい、また、地域の方々
を勇気付ける走りをしたいという思いで全国駅
伝競走大会に向かいました。
　初めての都大路は厳しいものでした。私自身、
思うように力を出せないまま、襷をつなげてし
まいました。ほろ苦い大会となってしまいまし
たが、都大路での経験を今後の陸上生活に活か
していければと思います。最後に、これまで楽
しく走り切れたのは、皆様のご声援やサポート
があったからだと思います。本当にありがとう
ございました。今後も、ご支援くださるようお
願いします。

1区

荻原　太陽（主将）

　この度は、全国駅伝出場に際し、たくさんの
応援やご支援をいただきありがとうございまし
た。
　今回初めて全国大会に出場し、改めて全国の
強さを実感することができました。私は２区を
走りました。これまでの練習の成果を出すこと
や、一緒にたくさんの時間を過ごした仲間のた
めにと思い、諦めずに走りました。結果は自己
ベストを出すことができず、悔しかったのです
が、チーﾑの目標である襷を繋ぎきることがで
きたので良かったと思います。また、チーﾑメ
イト全員で目指していた全国に出場ができて、
とても嬉しく楽しかったという思いが強く、ま
た、この経験は、たくさん学ぶことがあり、役
に立つことばかりで、チーﾑメイト一人一人の
今後の生活に活かされると思います。
　最後に、日頃から応援してくださる方々や地
域の方々、本当にありがとうございました。今
後もご支援くださいますようお願いします。

2区

中山　遥斗

競技を振り返って

１区紹介

２区紹介

大会当日 _会場と虹
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　はじめに、たくさんの方々からの応援やご支
援をいただき、本当にありがとうございました。
　自分たちは、１０月に行われた秋田県高校駅
伝で優勝し、都大路への出場権を獲得してから、
家族、友人や先生方からたくさんの応援や激励
をいただき、とても心の支えになりました。東
北駅伝が終わってからの約１ヶ月間は、強度の
高い練習でも諦めずに、自分が都大路を走って
いることを想像して練習に取り組みました。大
会当日は、沿道からたくさんの人のあたたかい
声援をいただき、大勢の方々に応援される喜び
を感じることができました。結果は、個人とし
てもチーﾑとしても悔しいものとなりましたが、
都大路を走ったことは、今後の人生において、
必ず活きてくると思います。
　自分は、家族をはじめとして、友人や先生方
等の支えがなければ、全国大会まで出場できて
いなかったと思います。こういった方々への感
謝の気持ちを忘れずに大学進学後も陸上競技に
励みたいと思っています。

3区

小川　結人

３区紹介

　私は、全国高等学校駅伝競走大会（都大路）
の４区を走るという、貴重な経験をすることが
できました。とても、感慨深い気持ちでいっぱ
いです。
　この区間は下りでスピードが出しやすい特徴
があり、序盤はリズﾑ良く走ることができまし
たが、後半でペースを維持することが難しくな
りました。途中で体が重く感じ、ペースが落ち
てきてしまいましたが、沿道から聞こえてきた
声援が力強い支えとなり、最後まで集中して走
ることができました。長い距離を一人で走るこ
とはとても厳しいと感じてしまいますが、チー
ﾑ全体で走り抜く駅伝では、チーﾑメイトとの
つながりを強く実感することができ、実力以上
の力を発揮できたと思います。
　全体の結果としては満足のできるタイﾑでは
ありませんでしたが、この経験を次に活かして
いきたいと思います。

4区

二田　　悠

4区ラン
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　都大路の５区を走らせていただきましたが、
襷をもらう前から、緊張感やプレッｼャーに押
しつぶされそうになっていました。沿道からの
応援の声や仲間のために走りたいという気持ち
で襷を受け取りました。走り始めると、上りの
厳しい区間で、苦しい場面もありましたが、沿
道の応援やチーﾑメイトの声援に励まされ、な
んとかペースを維持し、走りきることができま
した。走り終わった後は、疲れがどっときまし
たが、それ以上に、最後まで襷を繋ぐことがで
きたという達成感とチーﾑ一丸となって戦った
ということに誇りを感じました。
　５区を任され、自分なりに成長を実感できて
います。この貴重な経験は、これまでの陸上人
生の中で最も幸せな時間となりました。最高の
景色を見させていただき本当にありがとうござ
いました。

5区

薄田　璃羽

　全国駅伝競走大会ではじめて都大路を走りま
したが、多くの応援の声と独特の緊張感に圧倒
されましたが、沿道から響く声援に勇気づけら
れ、走りきることができました。成績は区間順
位５８人中５６位と自己ベストを更新できず悔
しい結果となってしまいましたが、私たちの目
標であった「最後まで襷を繋ぐこと」を達成で
きたのは、何よりもの喜びです。
　この経験や悔しさ胸に、さらなる体力やスピー
ドアップ、腕の振りや足の回転など全体的に
ﾌｫーﾑを改善し、個人としてもチーﾑとして

6区

佐藤　令空

　私たちが全国駅伝競走大会に出場するにあた
り、たくさんの応援をありがとうございました。
振り返ってみると、とても貴重な経験をしたな
と思いました。今でも、中継所のスタートライ
ンに立った瞬間の緊張感を忘れられません。周
囲の選手達と対等に同じ舞台に立てることに感
謝しつつ、自分の役割を果たそうという気持ち
になりました。
　レース本番は、今までやってきたことを全て
出すことができたと思います。途中で、辛いと
きもありましたが、沿道の応援や仲間の声が背
中を押してくれました。特に、最後の競技場で
の声援は、疲れが吹き飛ぶほどの大きな力を与
えてくれました。そしてゴールした瞬間は今ま
で経験したことのない達成感で胸がいっぱいに
なりました。
　この大会を通じて、５８位という結果でした
が順位よりも大切なことを学ぶことができまし
た。これからも日々の練習を頑張り、さらに成
長していきたいです。

7区

中山　翔太

５区紹介

もレベルアップを目指します。
　そして、チーﾑをまとめ上げ、ライバル校に
勝てるだけの実力をつけたいと思いますので、
応援よろしくお願いします。

６区紹介
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　私は全国高等学校駅伝競走大会に補欠として
参加し、選手のサポートを行いました。
　この経験を通じて、裏方としての責任の重さ
と、チーﾑの一員としての役割を学びました。
選手達が最高の状態で走ることができるよう、
練習中のタイﾑ計測や準備の手伝い、当日の応
援など、自分のできることに精一杯取り組みま
した。
　走ることができない悔しさを感じる場面もあ
りましたが、その分、チーﾑの勝利を影で支え
る重要性を強く実感しました。また、選手達の
全力で走る姿を見て、目標に向かって努力を続
けることの素晴らしさを改めて感じました。
　この大会を通じて、表舞台に立つ選手だけで
はなく、裏方で選手を支える人々全員の力があっ
て初めて成果を得られるということを学びまし
た。今後は、自分も走者としてチーﾑに貢献で
きるよう、さらに努力を重ねていきたいと思い
ます。

田口　一秀

　都大路の全国高等学校駅伝競走大会で走者の
サポートをし、一年生として多くのことを学び
ました。初めての経験で緊張しましたが、先輩
方のアドバイスを受けながら、自分の役割を果
たすことができ、とても達成感を感じています。
特に、双子の兄が６区を走る姿を間近でサポー
トできたことは自分にとって特別な思い出にな
りました。スタート前の兄の集中した表情や、
全力で襷を渡す姿に、家族としてもチーﾑメイ
トとしても深く感動しました。サポート役とし
て、走者が安心して走る環境を整えることの大
切さを実感しました。裏方の仕事は地味かもし
れませんが、選手達が全力を尽くすことができ
るのは、チーﾑ全体の支えがあったからこそだ
と強く感じました。
　この経験から、走者を支える難しさとやりが
いを学ぶと同時に、来年、再来年、走者として
都大路の舞台に立てるよう、自分自身ももっと
努力しようと決意することができました。

佐藤　以琉

　私は、全国高等学校駅伝競走大会に出場しま
した。控え選手として、選手が万全の態勢で走
ることができるよう、サポートをしてきました。
　全国大会本番に向けて、チーﾑ全体がそれぞ
れの目標を胸に日々の練習に取り組みました。
私もチーﾑ全体のモチベーｼョンが上がるよう、
金足農業高校陸上競技部としてのプライドを胸
に、日々の生活はもちろん、練習においても意
識して取り組んできました。選手をサポートす
る立場であったことから、先輩やチーﾑメイト
からのアドバイスをもとにサポートできたと思
います。
　今回の全国高校駅伝競走大会では、様々なこ
とを学ぶことができました。これもチーﾑの力、
そして支えてくださった保護者、ＯＢ会をはじ
めとした多くの方々の応援があったからだと思
います。本当にありがとうございました。

髙田　恵人

７区紹介
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駅伝競技大会の記録〜新聞記事より〜

56年振りの大きなチャンスゲット！56年振りの大きなチャンスゲット！
〈令和6年10月19日土〉〈令和6年10月19日土〉

秋田魁新聞提供
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駅伝競技大会の記録〜新聞記事より〜

秋田魁新聞提供

金農古豪復活へ期待金農古豪復活へ期待
〈令和6年12月21日土〉〈令和6年12月21日土〉

毎日新聞提供

56年ぶり！56年ぶり！
12度目の出場への意気込み12度目の出場への意気込み

〈令和6年12月14日土〉〈令和6年12月14日土〉
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駅伝競技大会の記録〜新聞記事より〜

大先輩も期待！ 56年越の夢をつかめ大先輩も期待！ 56年越の夢をつかめ
〈令和6年12月22日日〉〈令和6年12月22日日〉

秋田魁新聞提供

月間陸上競技提供
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駅伝競技大会の記録〜新聞記事より〜

記憶に残る、記録記憶に残る、記録
〈令和6年12月22日日〉〈令和6年12月22日日〉

秋田魁新聞提供
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駅伝競技大会の記録〜新聞記事より〜

憧れの大舞台、粘り強い走り、貫く金農魂憧れの大舞台、粘り強い走り、貫く金農魂
〈令和6年12月23日月〉〈令和6年12月23日月〉

毎日新聞提供
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駅伝競技大会の記録〜新聞記事より〜

繋ぐ襷、夢は続く高みを目指して繋ぐ襷、夢は続く高みを目指して
〈令和6年12月23日月〉〈令和6年12月23日月〉

秋田魁新聞提供
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駅伝競技大会の記録〜スナップ写真〜

金農応援

出　発

大会当日校長激励

開会式

1区スタート前

大会当日_会場
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スタート

ポイント練習

フィニッシュ

スタジアム

中継所
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男子第75回全国高等学校
駅 伝 競 走 大 会 報 告

たけびしスタジアム京都 START

たけびしスタジアム京都 FINISH

2024.12.22 sun

令和7年2月

秋田県立金足農業高等学校
第７５回全国高等学校駅伝競走大会出場支援協議会

金足農業高等学校 校是

皆様の多大なるご芳志とご支援ご声援
ありがとうございました。

男子駅伝チーム
第75回全国高等学校駅伝競走大会出場支援協議会 一同
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